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１ 「自らを律して たくましく生きる生徒」

を育てる。  

① 問題解決的な生活と学習をとおして「生き 

方改革」と「学び方改革」を図る。 

② ４部会で掲げる「目ざす生徒像」の実現に向

け、具体的なてだてに沿って取り組む。 

③「あいさつ・そうじ・部活動」を中心に、 

生徒の心と体を鍛える。 

B B  

①生徒が自らの学びを追究でき

るような経験を更に積み重ね

ていく必要がある。 

【経営 1～3】【問 1～3】 

②目標実現に向けて具体的な手

だてを検討し、共通理解を図り

ながら実践できた。【経営 24】                         

③生活委員会が実施するあいさ

つ運動に自主的に参加する生

徒が増えた。【問 6.8.9.16】 

B 

・授業中、生徒は真剣な 

まなざしで授業を受け 

ていた。意見を伝え合 

う活発な授業づくり 

をしてほしい。 

・学校内で挨拶ができて 

いるので、校外での挨 

拶が活発になるような 

取り組みを継続してほ 

しい。 

・学習・生活における問題

解決的な活動場面、学び

合いの場面で、教員間で

温度差なく指導ができる

ように、現職研修の内容

を検討していく。 

・委員会活動や学級活動を

活用し、挨拶、そうじへ

の意識向上のための取り

組みを継続していく。 

２ 「本氣で叱って本氣でほめる 愛があふ 

れる教師」を育てる。  

①「信じて・任せて・見守る」スタンスで生 

徒に寄り添い、生徒と向き合う。 

②「認めて・ほめて・伸ばす」ことを大切に、 

生徒のよさに着目して背中を押す。 

③ 現研委員会の活動や自主的な研修をとおし

て、「教師力向上」と「感性磨き」を図る。 

B B 

①②生徒たちのよさを伸ばすた

めの手立てを検討し、学年・学

校で共通理解を図りながら実

践できた。【問 23】【問 24】 

③研究主任・教務主任・各部長を

中心として現職研修の内容を

検討し、教師力向上のための研

修を実施できた。【経営 28】 

A  

・生徒に真剣に向き合い、 

生徒の心に届く指導を 

今後も継続してほし 

い。 

・先生方が多忙だと、生 

徒と向き合う時間にゆ 

とりがなくなる。 

・現職研修で、生徒理解、

生徒支援について取り上

げ、実践に役立てていけ

るようにする。 

・学年・学校で共通理解を

図るとともに、情報共有

を図りながら個に寄り添

った指導を進めていく。 

３ 生徒の育ちを見通した「魅力あふれる教育

活動」を展開する。   

① 4部会・２委員会の方針をもとに、発想豊 

  かに工夫し、学校本来の活動を再開する。 

②『南丸祭（体育・文化・合唱）』を柱に、生徒の手に 

よる学級・学年・学校づくりに取り組む。 

③ 「小中９か年」を貫いて、子どもを育てる 

体制づくりと環境整備をすすめていく。 

A A 

①②各部の提案をもとに、生徒の

自律を目ざした活動を展開で

きた。南丸祭では、生徒の手で

一つのものを作り上げる活動

をしたことで、一体感や充実感

を味わう経験ができた。 

【経営 27】【問 13.14,15】 

③小学校との情報交換、連携した

取り組みを更に継続していく

必要がある。【経営 22,42】 

A  

・合唱コンクールでの生 

徒の一体感が素晴らし 

かった。どの行事も生 

徒全員が参加できる考 

えられたものだった。 

・生徒の自主性を生かし 

た取り組みを今後も継 

続してほしい。 

・本年度は、かかわり合い

を大切にした行事を充実

させることができた。一

方で、行事の準備のため

に慌ただしい２学期であ

った。本年度の活動の振

り返りを踏まえ、研究

部・各部会を中心に、活

動内容や年間計画の検討

をしていく。 

４ 生徒と教師が「育つ組織」・教職員にとって

「働きやすい環境」を整備する。 

①「島長会」「研究部会」「学年団」をはじめと

する「チーム」で学校・学年運営にあたる。 

②「顧問制」による相談体制を機能させ、各チ

ームの組織力と対応力を高める。 

③ 時間の使い方を工夫し、「業務の効率化」「組

織の強化」「働き方改革」を図る。 

B B 

①②各部や学年団で話し合った

ことを、主任会や運営委員会で

情報共有しながら、よりよい計

画となるように検討できた。相

談体制が整い組織的な対応が

できた。【経営 26】【経営 25】 

③PDCAサイクルによる業務改善

や組織の改善を今後も継続し

ていく。【経営 31】 

B 

・生徒も教師も、コミュ

ニケーションをとる場

を大切にして、目標に

向けて今後も取り組ん

でほしい。 

・目標を明確にしてタイ

ムマネジメント意識を

高めるなど、更なる業

務改善を進めてほし

い。 

・研究部会や学年団の取り

組みについて、主任会や

運営委員会で話題にし、

よりよい計画となるよう

に今後も検討していく。 

・目ざす生徒像の実現に向

けて、１年間の生徒の成

長を見通しながら、各活

動の重点目標を定め、活

動内容を焦点化してい

く。 

５ 家庭・地域や小学校との連携を深め「信頼

される学校づくり」を推進する 

① 連携委員会の具体的なてだてをとおして、家

庭、関係機関との「つながり」を強化する。 

② 学校や生徒の情報を積極的に発信し、連携の

強化と学校サポーターの拡充を図る。 

③ 南部校区３校（合同）学校公開日を設置し、

保護者や地域に開かれた学校を創る。 

B B 

①③小学校に出向いてのあいさ

つ運動、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱを募集して実

施した南部清掃隊活動、南部校

区学校公開日など、小学校と連

携して実施することができた。 

【経営 42】【経営 20】 

②ホームページや各種たよりに

より、積極的な情報発信を行っ

た。【経営 21】【問 26】 

B 

・小学校とのつながりが

もっと増えるとよい。

健康カードや南丸くん

（南部中ﾏｽｺｯﾄ）が参加

したあいさつ運動は、

小中が身近に感じられ

るものだった。今まで

以上の情報発信を期待

する。 

・小中学校の情報交換の機

会を設定し、共通理解し

ながら意識改革を進め、

具体的な取り組みをして

いく。エールーム（適応

指導教室）の活用につい

て、小学校と更に連携し

ていく。 

 

 【自己評価  Ａ：十分に達成されている Ｂ：概ね達成されている Ｃ：あまり達成されていない Ｄ：ほとんど達成されていない】 

【総合評価    自己評価をもとに 上記のＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ で評価】 

【関係者評価 Ａ：適切である Ｂ：概ね適切である Ｃ：あまり適切ではない Ｄ：適切とは言えない】 


